
４月の行事予定

6日(土) 始園式（１号午前保育）
〃 入園式・新年度クラス会

8日(月) 1号新入園児慣らし保育
未定 田植え､ 交通安全教室

わかさ公園の桜もちらほら咲き始めました。その下で散歩

を楽しんでいる子どもたち。保育室からは卒園式の歌も流れ

始め、それぞれに卒園・進級を意識し始めているようです。

そんなある日、あい組の男の子との会話です

子：「牛乳飲めるようになったからボクのぞみ組になれる

よ！」

先生：「嬉しいね！」

子：「うん、小学校になったら牛乳ストローで飲まないんだっ

て!のぞみ組さんが教えてくれたよ」
先生：「え～！もう小学校の事を考えているの？」

子：「うん！」

子：「先生、○○君のお兄ちゃんはもうすぐいなくなるの？」

先生：「そうだね。小学校に行くからね！どうして？」

子：「さみしいな～！」

先生：「そうだね。卒園式までいっぱい遊んでもらおうね！」

子：「うん！」

子どもたちはそれぞれに

友だちと関わり、いろんなこ

とを考えながら過ごしている

ようです。４月の頃を思えば、

ずいぶん成長を感じます。か

らだを使って友だちや先生た

ちと遊ぶことを楽しみ、時にはけんかをし、友だちの思いや

気持ちに気付く。『自分が自分が！』の気持ちから、『まあいい

か！』と友だちに譲ることも学び始めているすてきなすてき

な子どもたちです。

卒園式を迎えるまで、遊びを通した楽しい経験をみんな一

緒に積んでいけるように、環境を整え、保育を創っていきたい

と思います。 園長

２０１８年度 年主題〈イエスさまとともに生きる～愛の交わりの中で〉
1･2歳児３月主題 ｢だいすき｣ 3･4･5歳児３月主題 「期待する」

月のねがい 月のねがい

◎大きくなったことを神さまに感謝する ◎イエスさまが共に歩んでくださったことに感謝し、これからも

◎友だちと一緒に、もの・こと・人にかかわることを喜ぶ 共にいてくださることを信じ、安心と希望をもつ

◎春の自然に気づき、見つけることを楽しみ、ふれる ◎友だちや保育者に信頼を寄せ、満足して過ごす

◎お互いの成長を喜び、新しい生活に期待をもつ

≪乳幼児のスキンケアについて≫ 免疫力の低下など健康へのダメージも大きいといいます。
桃の節句を迎え、桜も咲き始めました。これから種々の花々 デリケートな子どもたちのお肌をケアすることよって乾燥
が種子島中に咲き誇る美しい季節になります。一方“花粉” を防ぎ、肌あれを抑制し、細菌やウイルス・紫外線などが
や“紫外線”の量が増え始める時期でもあり、UVケアは3月 身体に侵入するのを防ぎましょう。
から、と言われます。そこで、今回は乳幼児のお肌ケアにつ
いてご紹介したいと思います。 スキンケアには①洗浄＝肌を清潔に保ち②保湿＝うるおい
私たちの身体を包んでいる皮膚は、綿密な免疫システ を与え③紫外線防御＝紫外線のダメージからからだを守る、
ムを備えた「臓器」です。例えば、身体の水分の蒸発を の3つの役割があります。この3つのポイントをしっかりお
防いだり、異物の侵入や紫外線など外的環境から身体を守る さえたら、効果的なスキンケアができます。
などの重要な機能です。乳幼児のお肌は見た目がきれいで、 洗浄は優しく洗い、丁寧にすすぎましょう。
肌ざわりもふっくら。そんな肌を見ると「スキンケアなんて 保湿はベビー用のミルキーローションなどを入浴後と起床
必要ないのでは？」と思ってしまうかもしれません。でも、 時の1日2回、全身にぬっていきます（ひざの裏、腋下など
実はとってもデリケートなんです。 のくびれた部分にもぬり忘れがないように）しっとりする
肌が潤いを損なうと、 くらいが目安です。

バリア機能が低下して、 紫外線防御は外出時に帽子を忘れず、お肌の露出は控えめ
外からさまざまな物質が に。必要な時は乳幼児用のUVクリームを塗り、入浴時に綺
侵入しやすくなります。 麗に洗い流します。
食べこぼした食品、花粉、 肌に痒さによるひっかき傷やあかぎれなどがある場合は受
ハウスダストに含まれる 診をおすすめします。お子さんの肌に合ったローション等
ダニの破片などがアレル を処方してもらえます。
ギーの原因になる可能性 毎日スキンケアを続けるのは大変かもしれません。でも、
もあります。皮膚トラブ スキンケアをすることは子どもの肌とお母さんの肌が触れ
ルによって痒みなどの不 合う貴重な時間にもなります。子どもにやさしく話しかけ
快感から不機嫌になった てスキンシップをはかりながら、楽しくスキンケアしまし
り、ぐずりがちになることも少なくありません。 ょう。もちろん、お母さん自身のお肌ケアもていねいに。
また紫外線の影響は、日焼けによる皮膚の炎症だけでなく、 木口屋

３月の行事予定

1日(金) 参観日（３･４･５才）
2日(土) 参観日（２才）
7日（木）弁当の日

15日（金）第 61回卒園式
父母の会総会

19日（火）修了式（１号午前保育）
23日（土）入園準備説明会
29･30日 休園日（新年度準備の為）

今月の聖句「いつまでも残るのは信仰と希望と愛、これら３つです。」
Ⅰコリント13:13

歴史も健康も各人の生命も移ろいゆく中で、変わらないものがあります。それが冒頭の言葉
です。
「信仰」！何を信じる信仰でしょう。天地と人間をはじめすべての被造物を創造された神を信じ
るものです。私、池田は信仰に入るまでに徹底的に疑いました。疑って疑って疑い続けました。
その結果到達したのが創造者である人類の父なる神を受け入れることでした。
「希望」！四面楚歌、暗闇の中でなお人を支えるは希望です。自分の手中にあるものを人は
望ません。手中に無いものであるからこそ望みます。「希望は練達を生み、練達は信仰を生
む」と言われています。
「愛」！「求める愛ではなく、与える愛」の事です。アガペーの愛、博愛です。「信」「望」
「愛」は人生一生の課題です。「求める者は得、探す者は見出す」。の言葉があります。いつ
までも残るものを求め続けましょう。

前理事長・牧師 池田公榮

退職のお知らせ
林川茉由保育教諭が３月末日をもって退

職致します。皆様にはこれまで大変お世話
になりました。今までのご支援に心より感
謝申し上げます。
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学
園
長

星とたんぽぽ
金子みすゞ

青いお空のそこふかく、
海の小石のそのように、
夜がくるまでしずんでる、
星のお星はめにみえぬ。
見えぬけれどもあるんだよ、
見えぬけれどもあるんだよ。

ちってすがれたたんぽぽの、
かわらのすきにだァまって、
春のくるまでかくれてる、
つよいその根はめにみえぬ。
見えぬけれどもあるんだよ、
見えぬけれどもあるんだよ。


